
様式２号 （表）

＊１ 勤務先の記載欄が不足する場合は、裏面に記載

＊２ 勤務先が、要領第１条第４号の市内の組合等の構成員である市外の事業所に該当する場合は、組合等名も記載

履 歴 書

ふりがな あさひかわ たろう

氏 名 旭川 太郎

生年月日 ○○○○年 ○月 ○日 年齢 ○○ 歳

現 住 所 旭川市○○○○条○丁目○番○号

勤

務

先

名 称 株式会社 ○○

本社所在地 札幌市○○○○○○

年 月 日 学 歴 ・ 職 歴

学歴

○○○○.３.３１ ○○学校 卒業

職歴

○○○○.４.１ 株式会社 ○○ 入社

年 月 日 賞 罰

○○○○.１０.１５ 旭川市中小企業従業員等永年勤続表彰（勤続３０年）

勤 務 先＊１

勤務期間 事業所名 所在地＊２

Ｓ●●年４月１日 株式会社 ○○ 旭川支店

☑ 同一事業所である。
□ 勤務期間を通算できる。

旭川市○○○○○○

～

Ｓ××年３月３１日

Ｓ××年４月１日 株式会社 ○○

□ 同一事業所である。
□ 勤務期間を通算できる。

札幌市○○○○○○

～

Ｈ△△年３月３１日

【記載例】

１

２

３

４

５

６

A

B



（裏）

＊勤務先が、要領第１条第４号の市内の組合等の構成員である市外の事業所に該当する場合は、組合等名も記載

勤 務 先

勤務期間 事業所名 所在地＊

Ｈ△△年４月１日 株式会社 ○○ ○○営業所

☑ 同一事業所である。
□ 勤務期間を通算できる。

上川郡○○町○○○○○○

旭川市○○組合～

Ｈ▲▲年３月３１日

Ｈ▲▲年４月１日 株式会社 ○○ 旭川支店

☑ 同一事業所である。
□ 勤務期間を通算できる。

旭川市○○○○○○

～

Ｈ□□年３月１５日

Ｒ■■年４月１日 株式会社 ○○ 旭川支店

☑ 同一事業所である。
☑ 勤務期間を通算できる。

旭川市○○○○○○

～

R○○年１０月１５日

年 月 日

□ 同一事業所である。
□ 勤務期間を通算できる。

～

年 月 日

年 月 日

□ 同一事業所である。
□ 勤務期間を通算できる。

～

年 月 日

年 月 日

□ 同一事業所である。
□ 勤務期間を通算できる。

～

年 月 日

年 月 日

□ 同一事業所である。
□ 勤務期間を通算できる。

～

年 月 日

年 月 日

□ 同一事業所である。
□ 勤務期間を通算できる。

～

年 月 日

年 月 日

□ 同一事業所である。
□ 勤務期間を通算できる。

～

年 月 日

年 月 日

□ 同一事業所である。
□ 勤務期間を通算できる。

～

年 月 日

年 月 日

□ 同一事業所である。
□ 勤務期間を通算できる。

～

年 月 日

【記載例】

※記載例作成に当たり想定した旭川太郎氏の勤務状況

昭和●●年４月１日 株式会社○○入社 旭川支店勤務

昭和××年４月１日 本社勤務（所在地市外、市内の組合等の所属なし）

平成△△年４月１日 ○○営業所勤務（所在地市外、市内の組合等に所属）

平成▲▲年４月１日 旭川支店勤務

平成□□年３月１６日 休職

令和■■年４月１日 復職 旭川支店勤務 現在に至る

C

D



【注意事項】

❶ 現住所

・住民等登録をしている住所（住民票の住所）を記載してください。

❷ 勤務先

・本社の名称と所在地を記載してください。

（旭川市中小企業従業員等永年勤続表彰推薦書（様式１号）④と同じ記載になります。）

❸ 学歴・職歴

・前職がある場合はこちらに記載してください。

❹ 賞罰

・過去に旭川市中小企業従業員等永年勤続表彰の受賞歴がある場合はこちらに

記載してください。

❺ 勤務先

・勤務した事業所別に記載してください。

・休職期間は含みません。

・「勤務期間」は日にちまで記載してください。



・「事業所名」には事業所名を記載し、記載した事業所が❻の各項目に該当する

場合は□に✓を入れてください。

□ 同一事業所である。

➣ 勤務先の事業所が、経営主体が同じで、次の(1)～(3)の事業所である

場合に該当します。

(1)市内の事業所

(2)市内に本社・本部等がある企業又は組合等が市外に有する事業所

(3)市内の組合等に所属している市外の事業所

□ 勤務期間を通算できる。

➣ 上記の同一事業所には該当しないが、勤務期間を通算できるのは、

次の場合です。

(1)合併、分離、組織の変更等により事業所名が変更されたが、

実質的に同じ事業所とみとめられる場合

(2)雇用者に命じられて経営主体が異なる事業所に勤務する場合

（出向等）

➣ 休職期間があり、勤務期間が継続していない場合も勤務期間を

通算できます。

・「所在地」には事業所の所在地を記載してください。

・記載した事業所が要領第１条第４号の

「市内の組合等の構成員である市外の事業所」に該当する場合は、

所属する組合等の名称を併記してください。

・記載欄が表面だけでは足りない場合は裏面に記載し、両面としてください。

（裏面を使用しない場合は、表面のみで提出することができます。）



※勤続年数の計算方法

・❻の各項目のいずれか１つ以上に該当する期間を合算します。

・計算した勤続年数を旭川市中小企業従業員等永年勤続表彰推薦書（様式１号）

①に記載してください。

（例）旭川太郎氏の勤続年数の計算

(1) ❺で記載した勤務期間ごとに勤続年数を計算します。

勤務期間 A S●●年４月１日～S××年３月３１日（株式会社○○ 旭川支店）

・事由発生日（就職日・復職日等）から翌月同日の前日までを１月とします。

４月１５日事由発生の場合は、５月１４日までが１月となります。

・１月×１２で１年とします。

・Ａの勤続年数 → ａ年

勤務期間 B S××年４月１日～Ｈ△△年３月３１日（株式会社○○ 本社）

・❻の各項目のいずれにも該当しないため勤続年数には含みません。

S●●年 ４月１日 ～ ４月３０日 → １月

１２月→１年

５月１日 ～ ５月３１日 → １月

６月１日 ～ ６月３０日 → １月

７月１日 ～ ７月３１日 → １月

８月１日 ～ ８月３１日 → １月

９月１日 ～ ９月３０日 → １月

１０月１日 ～ １０月３１日 → １月

１１月１日 ～ １１月３０日 → １月

１２月１日 ～ １２月３１日 → １月

翌年 １月１日 ～ １月３１日 → １月

２月１日 ～ ２月２８日 → １月

３月１日 ～ ３月３１日 → １月

４月１日 ～ ４月３０日 → １月

…

S××年 ２月１日 ～ ２月２８日 → １月

３月１日 ３月３１日 → １月



勤務期間 C Ｈ△△年４月１日～H▲▲年３月３１日（株式会社○○ ○○営業所）

H▲▲年４月１日～H□□年３月１５日（株式会社○○ 旭川支店）

・○○営業所の勤務期間と旭川支店の勤務期間は、勤続年数に含まれる勤務期間

が継続していることから、合わせて計算します。

・端数の１５日は切り捨てます。

・Ｃの勤続年数 → ｃ年１１月

勤務期間 D Ｒ■■年４月１日～R○○年１０月１５日（株式会社○○ 旭川支店）

・勤務期間がＣから継続していないが、❻「勤務期間を通算できる。」に✓があ

ることから、勤続年数に含みます。

・表彰の基準日は表彰日の属する月の１日となることから、１０月２日から１５

日までの１４日は勤続年数には含みません。

・端数の１日は切り捨てます。

・Ｄの勤続年数 → ｄ年６月

(2) (1)で計算した勤続年数を合算します。

ａ年 ＋ ｃ年１１月 ＋ ｄ年６月 ＝ （ａ＋ｃ＋ｄ＋１）年５月

Ｈ△△年 ４月１日 ～ ４月３０日 → １月

…

H□□年 ２月１日 ～ ２月２８日 → １月

３月１日 ～ ３月１５日 → １５日

Ｒ■■年 ４月１日 ～ ４月３０日 → １月

…

Ｒ○○年 ９月１日 ～ ９月３０日 → １月

１０月１日 ～ １０月１５日 → １日


